
都留文科大学座談会参加
同
大
学
で
の
座
談
会
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
地
本
本
部
及
び
第
１
特

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

回
答
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
学
生
の
中
か
ら
は
「
入
隊
に
対
す
る
不
安
が
払
拭

す
。
現
役
自
衛
官
の
生
の
声
を
聞
く
良
い
機
会
で
あ
り
、
好
評
を
博
し
て
い

た
学
生
と
の
座
談
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

衛
官
５
名
が
、
大
学
か
ら
は
学
生
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
３
自
衛
隊
が
そ

う
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
衛
官
た
ち
は
自
身
の
経
験
な
ど
を
も
と
に

ま
す
。
ご
希
望
、
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

屯
地
）
の
支
援
を
得
て
、
都
留
文
科
大
学
（
都
留
市
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ろ
っ
た
こ
と
も
あ
り
「
３
自
衛
隊
の
中
で
、
今
の
職
種
を
選
ん
だ
理
由
は
何

科
隊
か
ら
、
一
般
大
を
卒
業
後
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
陸
・
海
・
空
の
各
自

３
月
２
５
日
（
木
）
山
梨
地
方
協
力
本
部
は
、
第
１
特
科
隊
（
北
富
士
駐

か
」
と
い
う
質
問
や
「
体
力
に
自
信
が
な
い
が
入
隊
後
、
大
丈
夫
か
」
と
い

で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

山
梨
地
本
で
は
、
現
役
自
衛
官
に
よ
る
説
明
会
等
を
随
時
実
施
し
て
い
ま

出陣式実施
業
務
に
対
す
る
出
陣

引
き
続
き
、
勝
ど
き

の
表
彰
が
実
施
さ
れ
、

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

は
、
令
和
３
年
度
の

式
で
は
最
初
に
令

官
及
び
優
秀
事
務
所

を
上
げ
、
今
年
度
の

発
声
は
代
表
者
１
名

く
拳
を
振
り
上
げ
、

て
行
い
ま
し
た
が
、

山
梨
地
方
協
力
本
部

和
２
年
度
に
募
集
に

式
を
実
施
し
ま
し
た
。

４
月
２
２
日
（
木
）

貢
献
し
た
優
秀
広
報

本
部
長
か
ら
賞
状
が

任
務
達
成
を
誓
う
と

行
い
ま
し
た
。

と
も
に
安
全
祈
願
を

勝
ど
き
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

山
梨
地
本
は
、
今

参
加
者
全
員
で
力
強

し
た
。

の
み
が
声
量
を
抑
え

年
度
も
県
民
の
皆
様

染
拡
大
防
止
の
た
め
、

決
意
を
新
た
に
し
ま

と
自
衛
隊
の
架
け
橋

て
ま
い
り
ま
す
。

と
な
る
べ
く
邁
進
し


